
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続的可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル 統一定期貯金キャンペーン       ＪＡ名 ＪＡバンク東京 (東京都) 

 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡバンク東京では、地域社会への貢献を行うため、春（平成２６年４月～５

月）は東京都が実施している「緑の東京募金」へ、秋（平成２６年９月～１０月）

はＪＡ管内の各自治体または東京都共同募金会が実施する「赤い羽根共同募金」

へ寄付を行うことを目的とした、統一定期貯金キャンペーンを実施いたしました。 

２ 概要 【商品概要】 

※おもいやり定期貯金の寄付先は、各ＪＡにより選定しています。 

【寄付先概要】 

○緑の東京募金 

都内の森林整備・緑化推進に利用されます。 

○赤い羽根共同募金 

  東京都共同募金会を通じて、都内で行われている様々な福祉活動等に利用さ

れます。 

○各自治体 

  ＪＡ管轄地区の市区町村へ寄付を行い、主に教育、福祉、環境分野に利用さ

れます。 

商品名 緑がいっぱい定期貯金 おもいやり定期貯金 

取扱期間 

平成２６年４月 １日（火） 

～ 

平成２６年５月３０日（金） 

平成２６年 ９月 １日（月） 

～ 

平成２６年１０月３１日（金） 

預入金額 １０万円以上 

募集額 ２００億円（ＪＡバンク全体で） 

寄付金 取扱期間中に契約いただいた残高の０．０３％相当額 

寄付先 緑の東京募金 

赤い羽根共同募金 

または 

各自治体 

３ 成果 

（効果） 

【実績】 

※おもいやり定期貯金の寄付額は、赤い羽根共同募金への寄付額であり、自治体 

の寄付は各ＪＡより実施いたしました。 

商品名 緑がいっぱい定期貯金 おもいやり定期貯金 

件 数 ９，４１１件 １１，１２０件 

金 額 ２４３億円 ２９７億円 

寄付額 ７５０万円 ２６０万円 

４ 今後の

予定（課題） 

平成２７年度においても同様のキャンペーンを実施し、地域社会への貢献を行っ

ていきます。 

 


